
温故創新の森 NOVAREは社内、社外問わず清水建設が事

業構造、技術、人財のイノベーションを推進する施設であ

る。様々な社会情勢により建設業が変化を求められている

昨今、建設業の枠組みに捉われず、社会が本当に必要とし

ているニーズに応えるべく「ものづくりの原点」に立ち返

る姿勢の元活動を行う拠点となる。建物内には、実験的取

組みとしてデジタルファブリケーション、木質化、３Ｄプ

リント、エネルギーマネッジメント、ロボット運用、自然

共生、アップサイクル、文化財保護、AI活用など様々な分

野の協業により今後社会が取り組むべき課題の挑戦を行っ

た。導入した技術は完成したものでなく試験的な社会実装

であり、そこで得られた課題を将来への端緒となることを

目的としている。温故創新の森 NOVAREは、竣工後も関

わる人にイノベーションのマインドセットを育み複雑化し

ている建築を取り巻く環境の本質的なニーズに応えひいて

は今後、建築や土木分野、建設業を担っていく人財育成の

場として魅力を継承していく。

施設概要

ZES （ネット・ゼロ・エネルギー・ソサイエティ―）の実現に向けて

循環型社会実現の実現とDX技術の融合

竣工をゴールとしない都市型自然共生と地域とのまちづくり

庇でつなぐ融通配管

清水建設では、建物単体のゼロ・エネルギー化であるZEBに加え、社会全体、都市全体でゼロ・エネルギーを実現するZESを、将来あるべき姿として目指し
ている。NOVAREでは、街区レベルでの省エネルギー化を目指し、建物間で熱エネルギーを融通する街区熱融通システム「ネツノワ」を導入した。AI搭載の
CEMS（Community Energy Management System）が、過去のエネルギー利用実績や気象予報、建物の利用状況、人の位置情報などをもとに熱負荷を
予測し、分散設置した各種熱源を統合制御することで、ZESを目指す「まち」と見立てた実証を行っている。

敷地外でつくられた水素を施設へ輸送し、
燃料電池で発電する水素融通を実証。水素
サプライチェーンの構築とエネルギーイン
フラとしての水素利用拡大に貢献している。

全体をつなぐ庇を使った「ネツノワ」棟間熱融通システム 水素の都市間融通への挑戦 P o E照明と将来の照明の価値の転換

１本のLANケーブルによって電源供給と双方向通信を行うことがで
きるPoE照明を採用。環境情報を取得可能なマルチセンサーや様々
なデバイスと連携することで、多種多様な情報を収集する統合ネッ
トワークを構築し、新たなサービスの創出を見据えている。

木材利用促進とアップサイクル利用

耐火建築ながら構造体には木材と鉄のハイブリッド架構を採用し、
また有明体操競技場のベンチを再利用し床材や外装ルーバーに利用
することで、ライフサイクル的な観点での木材利用促進に努めた。

針葉樹のみならず家具などに使われる広葉樹材の軒天利用により幅
広い木材利用を行っている。

建物内の什器では、木材のリユースだけでなく余り布やアクリル、
石膏、コーヒ柄、タイルなど様々なマテリアルのアップサイクルを
行い循環型の社会を目指した。

超個別空調「ピクセルフロー」と省エネルギーの実現

イノベーションの中心を担うHubのオフィス空間には、執務者の位置情報と好みに
合わせて空調を自動制御する超個別空調「ピクセルフロー」を全面的に採用。執務
者の好みに合わせた室内環境を収集・分析する「環境ナビ」との連携により、好み
の温冷感に合わせてフロアファンユニットに内蔵された小型ファンの気流を制御。
室内環境と人の位置情報に連動した超分散制御により、快適性と省エネ性能の向上
を両立している。可動式家具を前提としたノーアドレスオフィスに適した、パーソ
ナルでフレキシブルな空調により、イノベーションを促進する満足度の高い室内環
境を実現している。

公園や遊歩道の一体整備と活動

温故創新の森 NOVAREでは、施設のみならず江東区
に移管した潮見しぶさわ公園の整備や、一般に開放さ
れた運河沿いの遊歩道を整備して、潮見のまちづくり
の一端を担っている。

また竣工後も、NPO法人の地域のイベントや町内会
のお祭りなどで施設の広場を開放し参加することで竣
工で終わりとせず、積極的にまちと対話し地域の持続
的な発展や活性化につなげていくことを目指している。

雨水循環と消火水利用

旧渋沢庭園に計画された水景設備や植物への
潅水の原水には雨水を利用。天候予測情報を
もとに潅水スケジュールを最適化するシステ
ムを導入することにより、十分な降雨が予測
された場合には潅水量を制限し、また雨水利
用槽の残量予測に応じて給水することで、雨
水代替率を高め、水資源の有効活用を図って
いる。

旧渋沢邸には監視カメラのAI火災を検出し、
自動放水により建物の損失リスクを軽減する
自動火災検知放水システム「慈雨」を導入し
ており、その消火水槽の水源と水景設備の雨
水循環水を兼用している。カメラ画像のAI解
析は、不審者も検知して防犯と連動できるこ
とから、歴史的建造物や町並みの維持・保存
への貢献が期待される。

棟間熱融通ダイアグラム

広葉樹材軒天

潮見しぶさわ公園と遊歩道の一体整備

潮見しぶさわ公園の整備

NPO活動コミュニティガーデン

旧渋沢邸周辺のランドスケープ 遊歩道

ロボット運用と D X - C o r e

DX-Core（建物OS）を介した連
携により、ロボットが ELV やセ
キュリティドアを通過し、各施設
間を自動で行き来して施設を管理。

有明体操競技場のベンチの板を再利用

外装ルーバー

床に埋め込まれたファン

再生マテリアル什器

複雑化する社会課題解決に向けて「建設会社」は挑戦する

水素設備室

山梨より水素搬送 ロボット運用

中央管理室（リンクルーム）

Smart  Innovat ion  Ecosystem NOVARE is a
fac i l i ty  where  Shimizu  Corporat ion  
promotes  innovat ion  in  bus iness  structure,  
technology,  and  human resources,  both  
with in  and outs ide  the company.  The  
construct ion  industry  has  been required  to  
change  in  recent  years  due  to  var ious  
soc ia l  cond it ions,  and NOVARE  wil l  serve  
“start ing  po int  of  manufactur ing”  for  the  
needs of  soc iety  wi thout  be ing  constra ined  
by the  framework  of  the  construct ion  
industry .  As an  exper imental  approach,  we 
took  up  the  chal lenge  of  addressing  issues  
that  soc iety  should  tackle  in  the  future  
through  col laborat ion  in  va r ious  f ie lds ,  
such as  d ig ita l  fabr icat ion,  l ign if icat ion,  
3D pr int ing ,  energy  management,  robot  
operat ion,  symbios is  w ith  nature,  
upcycl ing ,  cul tura l  asset  protect ion,  and AI  
ut i l i zat ion .  The  technology  introduced  is  
not  a  f in ished  product,  i t ’s  a  t r ia l  for  
soc ia l  implementat ion,  w ith  the  a im of  
prov id ing  a  sta rt ing  po int  for  future  
chal lenges .  Afterwards,  NOVARE wil l  
cont inue  to  nurture  a  mindset  of  
innovat ion  in  those  involved  in  i ts  creat ion  
and  wi l l  cont inue  to  meet the  essent ia l  
needs  of  the  increas ingly  complex  
env ironment  surrounding  arch itecture .  In  
the  future,  i t  w i l l  appeal  as  a  p lace  for  the  
development  of  human resources  who wi l l  
be respons ible  in  arch i tecture,  c iv i l  
eng ineer ing  f ie ld ,  and  the  construct ion  
industry .
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■評価表

・住居表示 東京都江東区潮見2-8-20

・建物用途 事務所、旧渋沢家住宅

・敷地面積 32,233.97 m2

・建築面積 13,199.30 m2

・延床面積 22,318.59 m2

・構造・規模

NOVARE Hub：柱RC造・梁Ｓ造（RCSS）

屋根Ｓ＋Ｗ造 地上3階

NOVARE Lab：柱ＲＣ造・梁Ｓ造（STS）

地上４階

NOVARE Academy ：Ｓ造地上２階

NOVARE Archives：ＲＣ造・Ｓ造

地上３階

    旧渋沢邸：木造 地下１階、地上２階

・工期：2021年5月6日～2023年11月30日

■概要
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